
88
令和5年1月

所沢産さといも元気掘り起し事業

さといもの産地として、安定した生産と品質の

維持を図るとともに、更なる生産拡大及び品質強

化に向けた取り組みを支援するため、

経費の一部を補助します。申請方法

等の詳細は右の二次元バーコードか

らご確認ください。

【資材等購入経費】

作付けから収穫まで、さといもの生産に要する

資材等の購入経費を補助

補助率 1/2 一人あたり上限 2 万円

【研修会等の開催・参加の経費】

栽培・防除等の情報収集や、技術の向上等を目

的とした研修会・講演会等の開催・参加に係る

経費を補助

補助率 1/2 一団体あたり上限 15 万円

【スマート農業活用の経費】

AI やドローン等のスマート農業技術を活用し

た、生育状況の確認、薬剤・肥料散布などの管

理委託に係る経費を補助

補助率 3/４ 一団体あたり上限 30 万円

問い合わせ 所沢市農業振興課

（☎２９９８－９１５８）

所沢市国民健康保険 特定健康診査のご案内

～早期発見・早期治療が大切です～

所沢市４Ｈクラブ メンバー募集

4H クラブは、

１８歳から３３歳

の若手農業者で構

成されている農業

後継者の団体です。

イベントへの出店

など、若手農業者

の交流を通じて地域農業に貢献しています。

【加入要件】

所沢市在住の農業後継者で、１８歳～３３歳

までの方

【今年度の主な活動実績】

・夏の農産物発表会を実施（写真）

・所沢市民フェスティバルで開催している所

沢市農業祭に参加

・東所沢マルシェ、YOT－TOKO マルシェ等

で所沢産の農産物を販売

問い合わせ 所沢市農業振興課

（☎２９９８－９１５８）

ホットメールで情報キャッチ

農業振興課では、補助事業やイベント情報、災

害情報などを携帯電話からも確認できるよう、

いち早く皆様に発信しています。

【登録方法】

①右の二次元バーコードの読取り

または下のメールアドレスから

空メールを送信します。

hotmail@tokorozawa-hotmail.jp

②返信メールが届いたら本文中のＵＲＬをクリ

ック、「農業者向け情報」にチェック✔を入れ

て登録ボタンを押せば登録完了です。

※返信が届かない場合は「info@tokorozawa-

hotmail.jp」を指定受信登録してください。

【最近発信した主な情報】

・農業祭・とことこ市の開催や品評会受賞、カメ

ラ付きドローンによるさといも生育状況の撮

影の見学会のお知らせ

・所沢元気回復プロジェクト・省エネ型施設園芸

産地育成緊急対策事業のご案内

問い合わせ 所沢市農業振興課

（☎２９９８－９１５８）
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地産地消で活かせ 豊かな農業

全国農業新聞を購読しませんか
発行日 月４回金曜日

購読料 月額７００円

発行所 全国農業会議所

●購読の申し込みは農業委員会事務局へ●

対 象 ４０～７４歳までの所沢市国民健

康保険に加入している方

受 診 期 限 令和５年２月２８日まで

受診医療機関 市内協力医療機関１００か所以上

検 査 項 目 血圧、血液、尿、肝機能検査など

自己負担額 ８００円

追加可能項目 胸部Ｘ線検査（２００円）

大腸がん検診（５００円）

前立腺がん検診（１,０００円）

◎前立腺がん検診は、今年度中に５０～８０歳ま

での５歳刻みの年齢になる男性が対象です。

◎詳細は、市から送付した受診券一式（黄色い封

筒で郵送）をご確認ください。

問い合わせ 所沢市国民健康保険課

（☎２９９８－９１３１）

農業委員会は、７月２6 日から８月 3 日ま

で市内の農地の利用状況を調査しました。

この調査は、農地が遊休化または遊休化の

おそれがないか確認することを目的に毎年実

施しています。

調査の結果、「現に耕作の目的に供されてお

らず、かつ、引き続き耕作の目的に供されな

いと見込まれる農地」または「農業上の利用

の程度が、その周辺の地域における農地の利

用の程度に比べ著しく劣っていると認められ

る農地」については、所有者等に対して適正

管理するよう促すとともに、農地法に基づく

「利用意向調査」を実施します。利用意向調

農 委 だ よ り

査は、農地の今後の利用方法として、「農地中

間管理事業を利用する」、「所有権の移転や貸

借権を設定する」、「自ら耕作する」などの意

向を伺うものです。

利用意向調査から６か月経過後、意向どお

りに対応しない場合や意向を表明しない場合

は、「農地中間管理機構との協議」を勧告する

ことになります。協議の勧告を受けた農地は、

相続税の納税猶予が打ち切られ、猶予税額に

加えて利子税を納付する必要が生じます。

荒れてしまった農地を元に戻すのは時間も

労力もかかります。農地の適正管理に皆様の

ご理解とご協力をお願いします。

第 88 号 1

今月の紙面

相続税の納税猶予制度等･･･････････････２ページ

所沢市の農業委員会の活動･････････････３ページ

市からのお知らせ･････････････････････４ページ

みどりと笑顔にあふれる自立都市



農地を相続したときに、相続税の納付が猶予さ

れる特例制度があります。農業経営を続けたい相

続人を税制面から支援するとともに、相続税を納

めるために農地を売却するなどして、農地が細分

化することを防ぐ制度です。納付が猶予された相

続税は継続して農地を耕作し要件を満たすこと

で免除されるため、農地を手放さずにすみ節税効

果もあります。

しかし、猶予を受けている農地を耕作しなくな

ったなど、猶予が打ち切られる場合があります。

猶予が受けられなくなると、猶予されていた相続

税額に加えてそれまでの期間の利子税も納めな

ければなりません。後から相続税を納付すること

にならないよう、相続税の納付の猶予制度を利用

する場合は、将来の営農計画など事前にしっかり

検討することが大切です。

◆猶予の対象となる農地

市街化調整区域内の農地および市街化区域内

の生産緑地、特定生産緑地が対象となります。

◆猶予を受けるための要件

農地の相続を受ける人が相続税の申告期限ま

でに農業経営を開始し、継続して農業経営を行う

ことが必要です。また被相続人が、死亡するまで

農業を営んでいた必要があります。

◆猶予を受けた農地を貸したいとき

市街化調整区域内の農地を特定貸付けにより

貸付けた場合などは、継続して納税猶予が受けら

れます。特定貸付けとは、農地中間管理事業また

は利用権の設定による貸付けです。

◆猶予が受けられなくなるのは

納税猶予は農地を耕作することが前提のため、

次の場合は、該当する土地について猶予が受けら

れなくなります。

・農地を売却するとき

・農地を転用するとき

・所定の手続きをせず農地を貸付けたとき

・農地の耕作を放棄したとき

※猶予を受けられなくなった面積が猶予を受け

ている農地全体の面積の２割を超えると、猶予

を受けていたすべての農地で猶予が受けられ

なくなるため、注意が必要です。

◆免除の確定

納税猶予を受けていた人が亡くなったとき、ま

たは農地の全部を後継者に一括生前贈与し贈与

税の納税猶予を受けたときなどに、猶予されてい

た相続税は免除されます。

◎納税猶予制度の詳細については、税務署へご確

認ください。

農 委 だ よ り 第 88 号2

◆２０歳以上６０歳未満の国民年金第１号被保険

者で、年間６０日以上農業に従事されている方

が加入できます。

◆保険料は、月額 20,000 円から 67,000 円ま

での1,000 円単位で自由に設定でき、全額が社

会保険料控除の対象となります。

◆農業者年金は生涯受け取ることができ、公的年

金等控除の対象となります。

◆８０歳前に死亡した場合も、８０歳まで受け取

れることになっていた農業者老齢年金が死亡一

時金として遺族に支給されます。

農業者年金の加入申し込みやご相談は、お近く

のJA または農業委員会までお気軽にどうぞ。

問い合わせ 農業委員会事務局

（☎２９９８－９２６４）

恵み豊かな自然と快適な生活をめざして

営農意向及び実態調査
調査票の提出のお願い

農業委員会では毎年、営農面積が 10ａ以上

の市内農業者の方へ「営農意向及び実態調査」

を実施しています。

調査では農地に関する今後の意向や年間の

農業従事日数、ご世帯で農業を担う方がいらっ

しゃるかなどをお伺いしています。この調査の

結果は今後の所沢市地域計画策定の基礎資料

となるなど、大変重要な調査です。令和４年度

からは農委だよりところざわ（偶数号）と同封

し発送します。調査票に記入し同封の返信用封

筒で郵送していただくか、農業委員会まで直接

ご提出をお願いいたします。

問い合わせ 農業委員会事務局

（☎２９９８－９２６４）

女性のみなさま

農 委 だ よ り

農業者の明るい老後づくりは 農業者年金から

第 88 号 3

所沢市農業委員会では、女性農業者の農業

委員参加を促進しています。

所沢市農業委員会は、農業委員１７名と農

地利用最適化推進委員１２名で構成されて

おり、現在１名の女性委員が農業委員として

活動しています。地域農業がますます発展す

るために、女性の意見・発想は不可欠です。

平成２８年４月１日に施行された改正農

業委員会法や第５次男女共同参画基本計画

でも女性の農業委員会への参加に言及して

おり、市町村だけでなく、国や県をあげて女

性の委員会参加や活動に期待しています。

農業への想い、地域への想いに溢れたみ

なさま、農業委員会で活躍してみませんか。

て、許可に該当するかを農業委員が審議しま

す。また、農業経営基盤強化促進法に基づく農

地の貸借についても審議します。

農地利用最適化推進会議（偶数月）

農地利用最適化推進委員が農地等の利用の

最適化活動や農業者年金の加入促進活動など

について協議します。会議の内容は、遊休農地

の発生防止活動と実施時期の決定、農業者年

金についての研修、農委だよりところざわの

掲載記事の検討など多岐にわたります。

農地利用状況調査（7 月下旬～8 月上旬）

雑草が繁茂するなど適正管理されていない

農地がないか調査し、管理の行き届いていな

い農地の所有者に是正指導します。

農業者年金加入促進活動（１１月～翌年１月）

農閑期である冬季に、農業者年金への加入

促進・普及啓発の活動を行います。

このほか西地区・東地区・富岡地区の３地区に

分かれて毎月地区打合せ会を開催し、地域内

の情報共有を行っています。農地についての

相談や新規就農者の支援活動、地域の会合へ

の参加など、地域のために様々な活動を行っ

ています。

所沢市農業委員会では、農業者の期待と信頼

に応え、関係団体との連携を図りながら地域の

農業振興に寄与し、地味豊かな武蔵野の農地を

守るために、様々な活動に取り組んでいます。

農業委員会は、農業委員会等に関する法律に

基づき市町村に設置が義務付けられている行政

委員会で、農業委員と農地利用最適化推進委員

から組織されています。活動は大きく４つあり、

各委員が連携・協力しながら実施しています。

■農業委員会の４つの活動

①農地の確保と有効利用に向けた活動

農地法などの法令に基づき、農地の権利移

動の許可や農地転用について審議します。

②農地等の利用の最適化に向けた活動

高齢化や人口減少により、農地が適切に利

用・管理されなくなることが懸念される中、農

地を次世代に着実に引き継いでいくために

は、農地等（畑・田・採草放牧地）の有効活用、

利用の最適化が求められています。農地等の

利用の最適化活動の柱は次の３つです。

・担い手への農地利用の集積、集約化

・遊休農地の発生防止、解消

・新規参入の促進

③農業の担い手の育成・確保に向けた活動

地域農業の発展を目指し、農業の担い手を

育成・確保する活動を行います。農業委員会で

は市内の農業の状況を把握するための調査

や、農業に関する制度・施策についての情報提

供を行っています。また、農業に関する幅広い

内容の相談を受ける大切な活動もあります。

④地域の課題解決に向けた活動

市や埼玉県に対し、農業関連施策について

の改善意見を提出することで、農業者の声を

行政に届けています。

■農業委員会の年間行事

通常総会（４月）

前年度事業の達成状況報告、今年度の基本

方針及び事業計画の審議、最適化活動の目標

設定など、一年間の活動の基礎となる事柄に

ついて協議します。

総会（毎月）

農地の権利移動や農地転用の申請につい

老後の生活に備えて老後の生活に備えて 農業者年金

農地を守る

～相続税の納税猶予制度～～相続税の納税猶予制度～



農地を相続したときに、相続税の納付が猶予さ

れる特例制度があります。農業経営を続けたい相

続人を税制面から支援するとともに、相続税を納

めるために農地を売却するなどして、農地が細分

化することを防ぐ制度です。納付が猶予された相

続税は継続して農地を耕作し要件を満たすこと

で免除されるため、農地を手放さずにすみ節税効

果もあります。

しかし、猶予を受けている農地を耕作しなくな

ったなど、猶予が打ち切られる場合があります。

猶予が受けられなくなると、猶予されていた相続

税額に加えてそれまでの期間の利子税も納めな

ければなりません。後から相続税を納付すること

にならないよう、相続税の納付の猶予制度を利用

する場合は、将来の営農計画など事前にしっかり

検討することが大切です。

◆猶予の対象となる農地

市街化調整区域内の農地および市街化区域内

の生産緑地、特定生産緑地が対象となります。

◆猶予を受けるための要件

農地の相続を受ける人が相続税の申告期限ま

でに農業経営を開始し、継続して農業経営を行う

ことが必要です。また被相続人が、死亡するまで

農業を営んでいた必要があります。

◆猶予を受けた農地を貸したいとき

市街化調整区域内の農地を特定貸付けにより

貸付けた場合などは、継続して納税猶予が受けら

れます。特定貸付けとは、農地中間管理事業また

は利用権の設定による貸付けです。

◆猶予が受けられなくなるのは

納税猶予は農地を耕作することが前提のため、

次の場合は、該当する土地について猶予が受けら

れなくなります。

・農地を売却するとき

・農地を転用するとき

・所定の手続きをせず農地を貸付けたとき

・農地の耕作を放棄したとき

※猶予を受けられなくなった面積が猶予を受け

ている農地全体の面積の２割を超えると、猶予

を受けていたすべての農地で猶予が受けられ

なくなるため、注意が必要です。

◆免除の確定

納税猶予を受けていた人が亡くなったとき、ま

たは農地の全部を後継者に一括生前贈与し贈与

税の納税猶予を受けたときなどに、猶予されてい

た相続税は免除されます。

◎納税猶予制度の詳細については、税務署へご確

認ください。

農 委 だ よ り 第 88 号2

◆２０歳以上６０歳未満の国民年金第１号被保険

者で、年間６０日以上農業に従事されている方

が加入できます。

◆保険料は、月額 20,000 円から 67,000 円ま

での1,000 円単位で自由に設定でき、全額が社

会保険料控除の対象となります。

◆農業者年金は生涯受け取ることができ、公的年

金等控除の対象となります。

◆８０歳前に死亡した場合も、８０歳まで受け取

れることになっていた農業者老齢年金が死亡一

時金として遺族に支給されます。

農業者年金の加入申し込みやご相談は、お近く

のJA または農業委員会までお気軽にどうぞ。

問い合わせ 農業委員会事務局

（☎２９９８－９２６４）

恵み豊かな自然と快適な生活をめざして

営農意向及び実態調査
調査票の提出のお願い

農業委員会では毎年、営農面積が 10ａ以上

の市内農業者の方へ「営農意向及び実態調査」

を実施しています。

調査では農地に関する今後の意向や年間の

農業従事日数、ご世帯で農業を担う方がいらっ

しゃるかなどをお伺いしています。この調査の

結果は今後の所沢市地域計画策定の基礎資料

となるなど、大変重要な調査です。令和４年度

からは農委だよりところざわ（偶数号）と同封

し発送します。調査票に記入し同封の返信用封

筒で郵送していただくか、農業委員会まで直接

ご提出をお願いいたします。

問い合わせ 農業委員会事務局

（☎２９９８－９２６４）

女性のみなさま

農 委 だ よ り

農業者の明るい老後づくりは 農業者年金から

第 88 号 3

所沢市農業委員会では、女性農業者の農業

委員参加を促進しています。

所沢市農業委員会は、農業委員１７名と農

地利用最適化推進委員１２名で構成されて

おり、現在１名の女性委員が農業委員として

活動しています。地域農業がますます発展す

るために、女性の意見・発想は不可欠です。

平成２８年４月１日に施行された改正農

業委員会法や第５次男女共同参画基本計画

でも女性の農業委員会への参加に言及して

おり、市町村だけでなく、国や県をあげて女

性の委員会参加や活動に期待しています。

農業への想い、地域への想いに溢れたみ

なさま、農業委員会で活躍してみませんか。

て、許可に該当するかを農業委員が審議しま

す。また、農業経営基盤強化促進法に基づく農

地の貸借についても審議します。

農地利用最適化推進会議（偶数月）

農地利用最適化推進委員が農地等の利用の

最適化活動や農業者年金の加入促進活動など

について協議します。会議の内容は、遊休農地

の発生防止活動と実施時期の決定、農業者年

金についての研修、農委だよりところざわの

掲載記事の検討など多岐にわたります。

農地利用状況調査（7 月下旬～8 月上旬）

雑草が繁茂するなど適正管理されていない

農地がないか調査し、管理の行き届いていな

い農地の所有者に是正指導します。

農業者年金加入促進活動（１１月～翌年１月）

農閑期である冬季に、農業者年金への加入

促進・普及啓発の活動を行います。

このほか西地区・東地区・富岡地区の３地区に

分かれて毎月地区打合せ会を開催し、地域内

の情報共有を行っています。農地についての

相談や新規就農者の支援活動、地域の会合へ

の参加など、地域のために様々な活動を行っ

ています。

所沢市農業委員会では、農業者の期待と信頼

に応え、関係団体との連携を図りながら地域の

農業振興に寄与し、地味豊かな武蔵野の農地を

守るために、様々な活動に取り組んでいます。

農業委員会は、農業委員会等に関する法律に

基づき市町村に設置が義務付けられている行政

委員会で、農業委員と農地利用最適化推進委員

から組織されています。活動は大きく４つあり、

各委員が連携・協力しながら実施しています。

■農業委員会の４つの活動

①農地の確保と有効利用に向けた活動

農地法などの法令に基づき、農地の権利移

動の許可や農地転用について審議します。

②農地等の利用の最適化に向けた活動

高齢化や人口減少により、農地が適切に利

用・管理されなくなることが懸念される中、農

地を次世代に着実に引き継いでいくために

は、農地等（畑・田・採草放牧地）の有効活用、

利用の最適化が求められています。農地等の

利用の最適化活動の柱は次の３つです。

・担い手への農地利用の集積、集約化

・遊休農地の発生防止、解消

・新規参入の促進

③農業の担い手の育成・確保に向けた活動

地域農業の発展を目指し、農業の担い手を

育成・確保する活動を行います。農業委員会で

は市内の農業の状況を把握するための調査

や、農業に関する制度・施策についての情報提

供を行っています。また、農業に関する幅広い

内容の相談を受ける大切な活動もあります。

④地域の課題解決に向けた活動

市や埼玉県に対し、農業関連施策について

の改善意見を提出することで、農業者の声を

行政に届けています。

■農業委員会の年間行事

通常総会（４月）

前年度事業の達成状況報告、今年度の基本

方針及び事業計画の審議、最適化活動の目標

設定など、一年間の活動の基礎となる事柄に

ついて協議します。

総会（毎月）

農地の権利移動や農地転用の申請につい

老後の生活に備えて老後の生活に備えて 農業者年金

農地を守る

～相続税の納税猶予制度～～相続税の納税猶予制度～
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所沢産さといも元気掘り起し事業

さといもの産地として、安定した生産と品質の

維持を図るとともに、更なる生産拡大及び品質強

化に向けた取り組みを支援するため、

経費の一部を補助します。申請方法

等の詳細は右の二次元バーコードか

らご確認ください。

【資材等購入経費】

作付けから収穫まで、さといもの生産に要する

資材等の購入経費を補助

補助率 1/2 一人あたり上限 2 万円

【研修会等の開催・参加の経費】

栽培・防除等の情報収集や、技術の向上等を目

的とした研修会・講演会等の開催・参加に係る

経費を補助

補助率 1/2 一団体あたり上限 15 万円

【スマート農業活用の経費】

AI やドローン等のスマート農業技術を活用し

た、生育状況の確認、薬剤・肥料散布などの管

理委託に係る経費を補助

補助率 3/４ 一団体あたり上限 30 万円

問い合わせ 所沢市農業振興課

（☎２９９８－９１５８）

所沢市国民健康保険 特定健康診査のご案内

～早期発見・早期治療が大切です～

所沢市４Ｈクラブ メンバー募集

4H クラブは、

１８歳から３３歳

の若手農業者で構

成されている農業

後継者の団体です。

イベントへの出店

など、若手農業者

の交流を通じて地域農業に貢献しています。

【加入要件】

所沢市在住の農業後継者で、１８歳～３３歳

までの方

【今年度の主な活動実績】

・夏の農産物発表会を実施（写真）

・所沢市民フェスティバルで開催している所

沢市農業祭に参加

・東所沢マルシェ、YOT－TOKO マルシェ等

で所沢産の農産物を販売

問い合わせ 所沢市農業振興課

（☎２９９８－９１５８）

ホットメールで情報キャッチ

農業振興課では、補助事業やイベント情報、災

害情報などを携帯電話からも確認できるよう、

いち早く皆様に発信しています。

【登録方法】

①右の二次元バーコードの読取り

または下のメールアドレスから

空メールを送信します。

hotmail@tokorozawa-hotmail.jp

②返信メールが届いたら本文中のＵＲＬをクリ

ック、「農業者向け情報」にチェック✔を入れ

て登録ボタンを押せば登録完了です。

※返信が届かない場合は「info@tokorozawa-

hotmail.jp」を指定受信登録してください。

【最近発信した主な情報】

・農業祭・とことこ市の開催や品評会受賞、カメ

ラ付きドローンによるさといも生育状況の撮

影の見学会のお知らせ

・所沢元気回復プロジェクト・省エネ型施設園芸

産地育成緊急対策事業のご案内

問い合わせ 所沢市農業振興課

（☎２９９８－９１５８）

農 委 だ よ り 第 88 号4

地産地消で活かせ 豊かな農業

全国農業新聞を購読しませんか
発行日 月４回金曜日

購読料 月額７００円

発行所 全国農業会議所

●購読の申し込みは農業委員会事務局へ●

対 象 ４０～７４歳までの所沢市国民健

康保険に加入している方

受 診 期 限 令和５年２月２８日まで

受診医療機関 市内協力医療機関１００か所以上

検 査 項 目 血圧、血液、尿、肝機能検査など

自己負担額 ８００円

追加可能項目 胸部Ｘ線検査（２００円）

大腸がん検診（５００円）

前立腺がん検診（１,０００円）

◎前立腺がん検診は、今年度中に５０～８０歳ま

での５歳刻みの年齢になる男性が対象です。

◎詳細は、市から送付した受診券一式（黄色い封

筒で郵送）をご確認ください。

問い合わせ 所沢市国民健康保険課

（☎２９９８－９１３１）

農業委員会は、７月２6 日から８月 3 日ま

で市内の農地の利用状況を調査しました。

この調査は、農地が遊休化または遊休化の

おそれがないか確認することを目的に毎年実

施しています。

調査の結果、「現に耕作の目的に供されてお

らず、かつ、引き続き耕作の目的に供されな

いと見込まれる農地」または「農業上の利用

の程度が、その周辺の地域における農地の利

用の程度に比べ著しく劣っていると認められ

る農地」については、所有者等に対して適正

管理するよう促すとともに、農地法に基づく

「利用意向調査」を実施します。利用意向調

農 委 だ よ り

査は、農地の今後の利用方法として、「農地中

間管理事業を利用する」、「所有権の移転や貸

借権を設定する」、「自ら耕作する」などの意

向を伺うものです。

利用意向調査から６か月経過後、意向どお

りに対応しない場合や意向を表明しない場合

は、「農地中間管理機構との協議」を勧告する

ことになります。協議の勧告を受けた農地は、

相続税の納税猶予が打ち切られ、猶予税額に

加えて利子税を納付する必要が生じます。

荒れてしまった農地を元に戻すのは時間も

労力もかかります。農地の適正管理に皆様の

ご理解とご協力をお願いします。

第 88 号 1

今月の紙面

相続税の納税猶予制度等･･･････････････２ページ

所沢市の農業委員会の活動･････････････３ページ

市からのお知らせ･････････････････････４ページ

みどりと笑顔にあふれる自立都市
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